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健康のコーナー
船ンター(二同一国 1-30ftl4-111刊

策慶r;.1Il(二条大盛岡町一了目 1-28 ft34-111l) 

総合医僚機褒セ"'ー (総本町 519-5 1'I:33-7B76) 

爾 がん検f!
附..副闘です

"吋・一主'iilllL"'''(経・・IJii;<) 惨

..綱引吋u叫 7棚上は

耐織住民健Itillil.僚の人ほ桝{命

L込み ・~I:'I'L幽を ， 闘"し込.…電話

引用1001't'1制川刷.3-".

予 防 接 祖
ます健

かる人が同行して〈だ吾、

ー・姐・が"と受けられ重ぜんので 平

康9年5n 1111以降の."婚や値の事情

守過鯖'0邑吻合、人U.i官役所衡生.へ

遮絡して'"きも。

孤島各予院縛種t1t1lる.1'r予"纏僧と F
どもの酬』をよ〈観んで受けて〈問、

"険各自信と子どもの健康』伸一ョて叫
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